
JP 2012-526830 A5 2013.6.20

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成25年6月20日(2013.6.20)

【公表番号】特表2012-526830(P2012-526830A)
【公表日】平成24年11月1日(2012.11.1)
【年通号数】公開・登録公報2012-045
【出願番号】特願2012-510961(P2012-510961)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｆ   5/02     (2006.01)
   Ｃ０１Ｂ  21/064    (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 211/46     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  39/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｆ   5/02    　　　Ｄ
   Ｃ０１Ｂ  21/064   　　　Ｍ
   Ｃ０７Ｃ 211/46    　　　　
   Ｃ０７Ｃ  39/04    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年4月26日(2013.4.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３５】
　表８は、３枚のフィルムのＣＴＥ結果を示す。

【表８】

【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３６】
　以上、本発明を要約すると下記の通りである。
１．表面と該表面に結合した置換フェニルラジカルとを有する六方晶窒化ホウ素粒子を含
む組成物であって、置換フェニルラジカルが、構造：
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【化１３】

［式中ＸはＮＨ２－、ＨＯ－、Ｒ２ＯＣ（Ｏ）－、Ｒ２Ｃ（Ｏ）Ｏ－、ＨＳＯ３－、ＮＨ

２ＣＯ－、ハロゲン、アルキルおよび置換または未置換アリールから選択されるラジカル
であり；Ｒ１が、水素、アルキルまたはアルコキシであり、Ｒ２が水素、アルキルまたは
置換もしくは未置換アリールである］により表わされる、
上記組成物。
２．Ｒ１が水素であり、ＸがＮＨ２－である、上記１に記載の組成物。
３．Ｒ１が水素であり、ＸがＨＯ－である、上記１に記載の組成物。
４．表面に結合した置換フェニルラジカルを組成物の全質量に基づいて０．１～４．０質
量％の濃度でさらに含む、上記１に記載の組成物。
５．六方晶窒化ホウ素（ｈＢＮ）の粒子を、金属鉄とＨＣｌの存在下、アルコール／水の
溶液中の置換フェニルジアゾニウムクロリドと反応させて反応生成物を形成させるステッ
プと、該反応生成物を回収するステップとを含む方法であって；ここで、アルコール／水
の溶液が少なくとも５０体積％の水濃度を有し、置換フェニルジアゾニウムクロリドが、
式

【化１４】

［式中、ＸはＮＨ２－、ＨＯ－、Ｒ２ＯＣ（Ｏ）－、ＨＳＯ３－、ＮＨ２ＣＯ－、ハロゲ
ン、アルキルおよび置換または未置換アリールから選択されるラジカルであり；Ｒ１がア
ルキルまたはアルコキシであり、Ｒ２が水素、アルキルまたは置換もしくは未置換アリー
ルである］で表わされる、上記方法。
６．Ｒ１が水素であり、ＸがＮＨ２－である、上記５に記載の方法。
７．Ｒ１が水素であり、ＸがＨＯ－である、上記５に記載の方法。
８．水濃度が少なくとも８０体積％である、上記５に記載の方法。
９．ｈＢＮに対する置換フェニルジアゾニウムクロリドのモル比が０．００５：１～０．
１：１の範囲内にある、上記５に記載の方法。
１０．鉄が、置換フェニルジアゾニウムクロリドに比べてモル過剰で添加される、上記５
に記載の方法。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表面と該表面に結合した置換フェニルラジカルとを有する六方晶窒化ホウ素粒子を含む
組成物であって、置換フェニルラジカルが、構造：
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【化１】

［式中ＸはＮＨ２－、ＨＯ－、Ｒ２ＯＣ（Ｏ）－、Ｒ２Ｃ（Ｏ）Ｏ－、ＨＳＯ３－、ＮＨ

２ＣＯ－、ハロゲン、アルキルおよび置換または未置換アリールから選択されるラジカル
であり；Ｒ１が、水素、アルキルまたはアルコキシであり、Ｒ２が水素、アルキルまたは
置換もしくは未置換アリールである］により表わされる、
上記組成物。
【請求項２】
　六方晶窒化ホウ素（ｈＢＮ）の粒子を、金属鉄とＨＣｌの存在下、アルコール／水の溶
液中の置換フェニルジアゾニウムクロリドと反応させて反応生成物を形成させるステップ
と、該反応生成物を回収するステップとを含む方法であって；ここで、アルコール／水の
溶液が少なくとも５０体積％の水濃度を有し、置換フェニルジアゾニウムクロリドが、式
【化２】

［式中、ＸはＮＨ２－、ＨＯ－、Ｒ２ＯＣ（Ｏ）－、ＨＳＯ３－、ＮＨ２ＣＯ－、ハロゲ
ン、アルキルおよび置換または未置換アリールから選択されるラジカルであり；Ｒ１がア
ルキルまたはアルコキシであり、Ｒ２が水素、アルキルまたは置換もしくは未置換アリー
ルである］で表わされる、上記方法。
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